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研究成果の概要：ベルリン・ダダイズムの中心的な芸術家のグロッスとメーリングの共同作業

に注目し、作品の分析を行った。一方の極に、伝統を破壊する新しい技法、すなわち同時進行

の原理や、独特のコラージュ技法を駆使している作品があるのに対して、他方の極には、伝統

的な技法を継承し、大衆的な歌謡や一枚絵に近い方向があることが確認できた。ダダイズムの

芸術家が否定したのは、旧来の芸術評価における固定的なカノン（規範）である。これに対し

て彼らは、民衆的・通俗的な芸術の意外性・革新性を取り入れて、芸術の在り方を転換しよう

としたのである。ダダイズムの生産的な面を明らかにした点が研究の大きな成果である。 
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１．研究開始当初の背景 
 ダダイズムは1920年前後のヨーロッパの
前衛芸術の中でもとりわけ急進的な芸術改
革をめざした文学・芸術運動である。ベル
リンはこの運動の重要な中心地であり、ベ
ルリンのダダイストたちは過激な主張と芸
術実践により、当時の芸術（文学）世界に
衝撃を与えた。しかしダダイズムの芸術は、
ドイツにおいては1930年代にはナチスの文
化政策により、「退廃文化」として排斥さ
れ、第二次世界大戦後においても、長い間、

注目されず、ほとんど研究もされないまま
であった。 
1970年ごろから、カール・リーハ、ライン

ハルト・デールらの研究により、ダダイズ
ム芸術の歴史的評価が再検討されるように
なり、当時の雑誌の復刻版も刊行され、ま
たヒュルゼンベック、グロッス、メーリン
グなど主要なベルリン・ダダイストたちの
著作集も新たに刊行されようになった。よ
うやく1990年代以降、豊富な研究資料の刊
行が出揃い、現在は包括的な研究の条件が



整うようになった。 
ヨーロッパのダダイズム（文学分野）に

関して、日本では、高安国世他訳の『ドイ
ツ表現主義』5巻（河出書房新社、1971年）
のなかに一連のダダイストの作品、針生一
郎氏訳、ハンス・リヒター著『ダダ－芸術
と班芸術』（美術出版社、1981年）、平井
正『ダダ・ナチ。ドイツ・悲劇の誕生』3巻
（せりか書房、1993年）など、ベルリン・
ダダイズムの作品も翻訳出版されているが、
作品の翻訳やダダイストの回想など紹介的
な書物が中心で、芸術的な技法についての
詳しい研究はまだほとんどなされていない。
またダダイズムの特有な表現法のため、翻
訳はかなり困難で、上記の翻訳出版では不
十分な点も多い状態であった。このためま
ず言語的な面での作品の再検討と、作品解
釈をするための時代背景や前衛芸術理論に
ついてのより深い解明が必要であった。 
本研究の研究代表者である宇佐美幸彦は、

ドイツのダダイズム研究の第一人者である
カール・リーハ氏と長期にわたる研究交流
を続けてきた。リーハ氏はジーゲン大学名
誉教授で、レクラム文庫の『ベルリン・ダ
ダ』、『ダダ・トタール』をはじめ、ダダ
イズムについての著書や論文を多数出版し
ている。リーハ教授は1984年に、関西大学
の招聘教授として来日し、関西大学、阪神
ドイツ文学会、大阪ドイツ文化センターな
どで講演を行った。研究代表者はこのとき
いくつかの講演で通訳を務め、その後、密
接な研究上の交流を行うようになった。
1985－86年には、研究代表者はフンボルト
財団の奨学生として、ジーゲン大学に長期
の研究滞在をし、同教授から多くの研究上
の指導を受けた。 
研究代表者は、この 20 年ほどの間、ダダ

イズムに関する研究を主要なテーマとして
きた。すでに 1986 年に、ドイツの重要な文
学 研 究 の 学 術 雑 誌 “Sprache im 
technischen Zeitalter” に ”Kyojiro 
Hagiwara – Ein japanischer dadaistischer 
Dichter in den 20er Jahren”（No.99, 1986 
September, p.184-197,全文独文）という論
文を発表し、1988 年には著書『ジョージ・
グロッス』（297 ページ、関西大学出版部）
を刊行した。1995 年には日本独文学会『ド
イツ文学』に書評「平井正（著）『ドイツ
悲劇の誕生 ダダ／ナチ』」を執筆、2000
年 に は 論 文 “Zur Geschichte des 
japanischen Dadaismus in den 20er 
Jahren”（関西大学『独逸文学』第 44 号、
p.129-146）（全文独文）を発表、2004 年
には翻訳著書『ダダの詩』（カール・リー
ハ編、関西大学出版部）を刊行した。 
 こうした実績を踏まえて、今研究ではベル
リンの代表的ダダイストとして活動したジ

ョージ・グロッスとヴァルター・メーリング
の文学作品の技法に注目し、ダダイズムの芸
術改革がどのような内容であったかを検証
し、文学史・芸術史にダダイズムの位置づけ
に寄与したいと考えた。 
 
 
２．研究の目的 
 研究の目的としては、次の３点を設定した。 
（１）ダダイズムの芸術を近代的大都市の

成立との関連で捉え、芸術の文学的技法と
社会的背景がいかに結合しているかを、具
体的な事例で明らかにすること。 
19 世紀後半から 20 世紀初頭にかけて、50

年ほどの間にベルリンは人口が約 4 倍に増
加するなど急速に大都市化が進んだ。また
地下鉄が開通するなど現代的技術社会が急
速なテンポで発展した。この時代的な背景
の中で、商業的広告、交通標語など多くの
新しい表現が出現した。ダダイズムの芸術
は、それ以前の芸術至上主義的な芸術表現
に対抗し、意図的にこれらの日常的表現を
断片化、パロディー化しながら芸術のなか
へ取り入れ、実験的な芸術表現を模索した。
本研究はグロッスとメーリングの文学作品
の中でこれらがどのように表れているか、
実証的に明らかにすることをめざすもので
ある。 
 
（２）ダダイズムと当時の大衆文化との接

点を明らかにすること。 
1920 年前後にベルリンでは、ラグタイム

などアメリカの新しい音楽やダンスが輸入
されていた。この音楽やダンスのリズムは、
原始的な素朴な芸術とモダンな新しさを結
合させようとするダダイズムの芸術家たち
に好まれた。本研究は、ラグタイムや当時
の流行歌がいかにダダイズムの芸術に取り
入れられ、その文学的技法の成立とかかわ
っているかを具体例で明らかにすることを
試みる。 
 
（３）文学作品と美術作品との技法上の共

通点に着目すること。 
ジョージ・グロッスはダダイズムの時代に、

文学作品と美術作品を並行して創作した。
美術作品におけるコラージュ、モンタージ
ュ、パースペクティブの複線化、色彩や曲
線の誇張的表現、対象の抽象化など、立体
派、印象派、表現派の絵画などに見られる
前衛的な技法が、ダダイズムの美術作品に
取り入れられ、同時進行、偶然性、断片化
などの原理に従って、新たな実験的芸術が
試みられた。この美術の技法はダダイズム
の文学作品の中にも見られる。グロッスの
美術作品と並行して創作された文学作品に
は同じテーマの作品が多数（「深夜カフェ



ー」、「サーカス芸人」、「ベルリン」な
ど）あり、メーリングの場合にも「ベルリ
ン同時進行」などの作品でコラージュ的手
法を取り入れている。文学と美術という異
なったジャンルの技法上の共通点について、
本研究は具体例をあげて実証的に明らかに
しようとするものである。 
 
 
３．研究の方法 
 研究方法は実証的な比較研究である。ジャ
ンルの横断という点でも、通史的な発展とい
う点でも比較研究が行われ、研究対象の特徴
の明確化がめざされた。メーリング文学作品
とグロッスの美術作品を比較すると、お互い
のジャンルを超えて共通した技法を展開し
ていることが判明する。また旧来のベンケル
ザングも比較研究の対象とした。 
 研究対象としては、ベルリン・ダダイズム
の活動時期に発行されたダダイズムの雑誌
に掲載されたグロッスとメーリングの作品
を取り上げ、これを詳しく分析した。すなわ
ち『誰もが自分のフットボール』、『破産』、『大
まじめ』という雑誌にはほとんど毎号、グロ
ッスとメーリングの作品が掲載されており、
しかもこれらの雑誌のほとんどが第一次世
界大戦直後の混乱したドイツの首都ベルリ
ンでの社会状況に即した時事的テーマを掲
げており、この二人のダダイズム芸術家は共
通の芸術的認識により、極めて緊密な関係の
共同創作活動を行った。 
 グロッスも別個に詩作品を発表している
が、これらの雑誌においてはメーリングの詩
とグロッスの素描が同一テーマのもとで関
連性を持って作成されているケースがほと
んどである。本研究では、文学的作品と美術
的作品の共通的技法をこれらの雑誌の芸術
作品において検証した。 
 
 
４．研究成果 

ベルリン・ダダイズムの雑誌に掲載された
メーリングの詩作品とグロッスの絵画とを
検討した結果、次のような点が指摘できる。 

（１） ベルリン・ダダイズムの活動時期は
短いものであったが、この時期にメーリング
とグロッスはほぼ毎号、雑誌に作品を掲載し、
極めて生産的な芸術活動を行った。二人は同
じダダイズムの仲間(クラブ・ダダ)として活
動し、多くの点で両者の芸術活動には共通点
が見られる。まず芸術の在り方であるが、二
人とも芸術至上主義を排した。芸術が社会の
緊急の課題を取り上げ、アクチュアリティを
持たねばならないという点で二人の姿勢は
一致していた。このことにより、第一次世界
大戦後のインフレや社会暴動、大都市ベルリ
ンの犯罪や不安に満ちた混乱した社会状況

が意図的に芸術作品に取り入れられことと
なった。こうした点で作品のテーマも技法も
両者はジャンルの違いを超えて、同一の歩調
をとっているということができる。 
 
（２） グロッスとメーリングの両者に共

通して指摘できることであるが、文法の破壊、
伝統的な遠近法の廃止、同時進行、モンター
ジュ、コラージュという典型的なダダイズム
の新しい技法は、主としてドイツやベルリン
の社会全体を芸術作品の対象とするときに
用いられていると結論づけられる。これに対
して、両者ともに、特定の政治的・社会的メ
ッセージを芸術作品の中で表現しようとす
る傾向が強い場合は、作品の単純化や伝統的
規範化が前面に出てくることが確認できる。
『破産』、『大まじめ』などはベルリン・ダダ
イズムの代表的な雑誌ではあるが、これらに
掲載されているメーリングの社会的なテー
マの詩作品はパロディー的な部分はあるに
しても、伝統的な大衆的リート形式で書かれ
ているものがほとんどで、整然としたリズム、
一貫した脚韻などで表現されている。つまり
それらは文法や単語を激しく破壊しゆがめ
るという典型的なダダイズムの技法をとっ
ていない。グロッスの素描も単純化の傾向を
示している。確かに背景の労働者の悲惨な姿
と、これを弾圧する軍人たちの破廉恥な姿が
同時進行の原理によりモンタージュ的誇張
表現で描かれてはいるが、ダダイズムの新し
い原理である偶然性による突飛な組み合わ
せではなく、事態の二つの極を意図的に関連
させ、コントラストとして描いている。こう
した素描は、典型的なダダイズム作品とは異
なった傾向といえよう。上記の雑誌が毎号特
定のテーマで特集を組んだことが、メッセー
ジ性が前面に出て、ダダ的な技法が背後に追
いやられた主要な原因と考えられる。これに
対してメーリングの「ドライメーデアルハウ
スでの媾合」や「ダダ・プロローグ 1919 年」
という作品では、ドイツ全体の混乱した社会
を表現的にも反映しており、メーリングは伝
統的韻律や脚韻は無視して、コラージュ風に
描いている。グロッスも「ドイツ冬物語」や
「オスカー・パニツァに捧げる」という油彩
作品では、画面いっぱいに複合的なモティー
フを描き、単純な結合ではなく、多くの異質
な要素を同時並行的に並列させて描いてい
る。こうした作品においては典型的なダダイ
ズムの技法が確認できる。 
 
（３）大衆的な芸術とダダイズムの芸術革

新に関連性についても具体例によって明ら
かにすることができた。上記のように、メー
リングとグロッスの作品では、伝統を破壊す
る新しい技法、すなわち同時進行の原理や、
独特のコラージュ技法を駆使する傾向と、伝



統的な技法を継承し、大衆的な歌謡や一枚
絵・ベンケルザングに近い傾向という二つの
相対立する方向があることが確認できた。ダ
ダイズムは否定の芸術であると一般に主張
されることが多いが、ダダイズムが否定した
のは、それまでの支配芸術の規範である。む
しろダダイズムは多くの実験的な表現や、民
衆芸術の活性化により、芸術活動に積極的生
産的に関わったのである。大衆的な大道芸や
民衆の間の俗っぽい歌謡から多くの要素を
取り入れ、新しい技法の中に取り入れている
という点に注目すべきであろう。 
 
（４）グロッスとメーリングは 1920 年ごろ
までは緊密な関係の中で共同作業を行って
いたが、その後、両者の世界観が微妙に変化
し、それぞれ別個の方向を歩むことになった。
しかし極めて強固な共同活動の時期であっ
たベルリン・ダダ時代の上記の雑誌の作品に
おいても、詳しく観察すると両者の間にすで
に萌芽的な立場の違いが確認できる。メッセ
ージ性の強い作品においてグロッスは階級
的な立場から労働者の姿を権力者と対置さ
せているが、これに対してメーリングの場合
は組織的な労働者はほとんどと登場しない。
アウトロー的な犯罪者の立場に同情するこ
とはあっても、組織的な労働者の運動とは一
線を画し、アナーキーな個人主義の立場を示
しているのがメーリングである。この点は技
法の上でも微妙な違いを持つ。労働者の大衆
的な路線は、労働歌や教育劇などの伝統と結
びついて、より大きな民衆芸術とのつながり
を持つ可能性があり、言葉や表現の多様性を
取り入れることができよう。これに対して、
組織的労働者を排除し、犯罪者などのアウト
ロー的個人主義の立場から新しい表現を考
案することは表現の多様性という点では限
界が伴うであろう。なぜなら前者においては
利用する表現の範囲が、広範な大衆を前提と
し、アウトローも犯罪もより大きな範囲で包
含できるのに対して、後者では労働者の組織
を排除する原理が働くからである。しかし
1918 年から 1920 年というベルリン・ダダの
最盛期においては、二人の芸術家の間の相違
点は全く表面化していなかったのであり、と
もに芸術革新のために生産的な活動をした
ことは確認できよう。 
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